
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
会
議

で
意
見
を
聴
取

航
空
機
体
験
搭
乗
を
実
施

駐
屯
地
部
外
講
話

司令挨拶
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駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
駐
屯
地
の
隊
務

運
営
の
参
考
に
な
る
よ
う
な
意
見
・
要
望
な

ど
を
述
べ
て
く
れ
る
方
の
こ
と
で
、
駐
屯
地

周
辺
に
居
住
す
る
方
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

令和３年度駐屯地モニター

齋藤さん

菅沼さん

澤山さん

土田さん

篠崎さん

山中さん

講話の様子

記念撮影

任務に従事する隊員

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
災
害
派
遣

第
一
施
設
団
は
、
二
月
二
日
か
ら
七
日
の
間
、
茨
城
県

城
里
町
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
係
る
災
害

に
伴
い
感
染
拡
大
防
止
を
目
的
と
し
た
災
害
派
遣
活
動
を

実
施
し
た
。

茨
城
県
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
る
の
は
十

五
年
振
り
で
あ
っ
た
。

茨
城
県
の
災
害
派
遣
を
担
任
す
る
施
設
学
校
は
二
日
朝
、

県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣
要
請
を
受
理
、
派
遣
命
令
を
発

出
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

施
設
団
は
、
増
援
と
し
て
、
古
河
駐
屯
地
所
在
の
第
一

〇
一
施
設
器
材
隊
、
第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
及
び
施

設
団
本
部
・
付
隊
の
隊
員
か
ら
な
る
部
隊
を
現
地
に
前
進

さ
せ
、
施
設
学
校
及
び
武
器
学
校
の
派
遣
部
隊
と
と
も
に
、

二
十
四
時
間
体
制
で
活
動
し
た
。

派
遣
部
隊
は
、
七
日
、
同
養
鶏
場
で
の
任
務
を
完
遂
し
、

知
事
か
ら
の
撤
収
要
請
を
受
け
て
、
平
素
の
体
制
に
移
行

し
た
。

古
河
駐
屯
地
は
、
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
題
材
に
、

株
式
会
社
ヤ
マ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
で
あ
る

鬼
澤

慎
人
氏
を
招
き
、
部
外
講
話
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
駐
屯

地
各
部
隊
か
ら
の
聴
講
者
を
限
定
す
る
形
と
な
っ
た
。

自
衛
隊
・
駐
屯
地
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と

も
に
親
近
感
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
東
部
方
面
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
隊
の
支
援
を
受
け
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
五
名
を
含

三
月
二
十
四
日
、
古
河
駐
屯
地
会
議
室
に
お
い

て
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
実
施
し
た
。

今
年
度
の
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮
し
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
六
名
の

方
々
に
委
任

さ
れ
た
。

古
河
駐
屯

地
司
令
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、

駐
屯
地
に
対

す
る
質
問
や

要
望
な
ど
、

様
々
な
意
見

交
換
を
行
い
、

駐
屯
地
と
地

域
社
会
と
の

一
体
化
と
親

近
感
の
醸
成

を
図
っ
た
。

む
部
外
者
六
十
名

を
対
象
に
航
空
機

体
験
搭
乗
を
実
施

し
た
。

モ
ニ
タ
ー
か
ら

は
、
「
自
衛
隊
に

よ
り
一
層
興
味
を

持
つ
こ
と
が
で
き

た
」
等
、
好
評
な

意
見
を
頂
い
た
。

ま
た
、
参
加
者
か

ら
は
「
景
色
が
き

れ
い
だ
っ
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」

等
た
く
さ
ん
の
喜

び
の
声
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は
人
の
成
長
と

成
功
を
助
け
る
た
め

に
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
、
良
い
話
し
合

い
が
で
き
る
組
織
を

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
の
講
話

を
う
け
た
隊
員
か
ら

は
「
も
っ
と
積
極
的

に
部
下
と
話
し
合
お

う
」
等
、
心
境
の
変

化
が
伺
え
た
。

隊
員
の
識
能
及
び

服
務
意
欲
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
出
来
た
。



（４） は な も も

異

動

者

令 和 ３ 年 ４ 月 ２ １ 日

４
月
１
日
付

【
転
出
者
】

関
東
補
給
処
古
河
支
処

行
（
一
）
５

柴
田

雅
弘
（
霞
ヶ
浦
）

行
（
一
）
５

岡
本

雅
則
（
島
根
）

行
（
一
）
５

寺
内

健
（
用
賀
）

行
（
一
）
４

佐
藤

邦
仁
（
市
ヶ
谷
）

行
（
一
）
４

佐
藤

聡
一
（
十
条
）

行
（
一
）
３

原

祐
一
（
栃
木
）

行
（
一
）
１

小
峰

拓
真
（
帯
広
）

行
（
一
）
１

那
須

可
苗
（
市
ヶ
谷
）

行
（
一
）
１

半
田

芽
生
（
市
ヶ
谷
）

行
（
一
）
１

山
崎

玲
（
松
山
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

行
（
一
）
４

恒
吉

俊
久
（
市
ヶ
谷
）

行
（
一
）
３

岡
元

憲
司
（
東
立
川
）

【
転
入
者
】

関
東
補
給
処
古
河
支
処

行
（
一
）
６

山
口

俊
郎
（
市
ヶ
谷
）

行
（
一
）
５

田
村

淳
（
札
幌
）

行
（
一
）
４

高
橋

清
正
（
新
潟
）

行
（
一
）
４

森

貴
信
（
用
賀
）

行
（
一
）
４

伊
藤

斎
人
（
石
川
）

行
（
一
）
４

林
田

倫
雄
（
霞
ヶ
浦
）

行
（
一
）
３

坂
本

佳
奈
（
用
賀
）

行
（
一
）
３

岡
本

健
太
（
栃
木
）

行
（
一
）
３

堀

匡
儀
（
松
戸
）

行
（
一
）
３

鈴
木

雅
之
（
十
条
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

行
（
一
）
５

二
階
堂

政
宏
（
三
宿
）

行
（
一
）
４

川
上

富
一
（
市
ヶ
谷
）

小宮１尉は
朝霞から

《
３
３
７
高
射
中
隊
長
》

三
月
十
五
日
付
異
動
部
隊
長

《
県
西
地
区
援
護
セ
ン
タ
ー
長
》

森１尉は
朝霞へ

白鳥３佐は
土浦から

武川１尉は
名寄へ

【
転
入
者
】

第
１
施
設
団
本
部

１
等
陸
尉

本
橋

達
弘
（
東
千
歳
）

２
等
陸
尉

西
本

大
輔
（
幌
別
）

第
１
施
設
団
本
部
付
隊

陸
曹
長

永
倉

和
也
（
三
宿
）

１
等
陸
曹

大
山

勲
（
大
宮
）

２
等
陸
曹

田
中

徹
郎
（
座
間
）

３
等
陸
曹

古
沢

知
（
福
島
）

３
等
陸
曹

遠
藤

達
慈
（
座
間
）

第
１
０
１
施
設
器
材
隊

１
等
陸
尉

池
田

誠
（
座
間
）

２
等
陸
尉

小
川

謙
介
（
大
久
保
）

２
等
陸
曹

宮
川

謙
悟
（
神
町
）

２
等
陸
曹

千
葉

謙
次
（
船
岡
）

２
等
陸
曹

若
林

拓
海
（
相
浦
）

３
等
陸
曹

五
島

信
久
（
勝
田
）

第
３
０
１
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

２
等
陸
曹

阿
部

貢
（
相
浦
）

３
等
陸
曹

安
井

一
真
（
小
郡
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処

２
等
陸
佐

森
杉

荘
司
（
高
田
）

２
等
陸
佐

岩
瀬

忠
（
朝
霞
）

３
等
陸
佐

根
本

勝
年
（
神
町
）

３
等
陸
佐

大
島

貴
将
（
勝
田
）

准
陸
尉

山
岸

義
克
（
仙
台
）

１
等
陸
曹

八
巻

宏
明
（
東
千
歳
）

１
等
陸
曹

久
保
田

誠
二
（
朝
霞
）

２
等
陸
曹

小
松
原

明
彦
（
東
千
歳
）

２
等
陸
曹

鶴
見

泰
洋
（
仙
台
）

２
等
陸
曹

鵜
澤

昌
司
（
福
島
）

３
等
陸
曹

野
中

美
由
紀
（
滝
ヶ
原
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

２
等
陸
佐

月
岡

裕
一
（
北
宇
都
宮
）

１
等
陸
尉

鹿
股

隆
明
（
新
町
）

陸
曹
長

長
谷
川

雅
博
（
目
黒
）

１
等
陸
曹

平
戸

正
伸
（
霞
ヶ
浦
）

第
１
０
２
施
設
直
接
支
援
大
隊

２
等
陸
尉

島
田

哲
也
（
練
馬
）

２
等
陸
尉

柿
崎

祐
樹
（
朝
霞
）

１
等
陸
曹

森
川

昇
（
座
間
）

２
等
陸
曹

藤
澤

健
（
松
本
）

２
等
陸
曹

中
村

朋
子
（
高
田
）

２
等
陸
曹

久
我

貴
紀
（
座
間
）

第
３
３
７
高
射
中
隊

陸
曹
長

武
田

輸
季
（
下
志
津
）

陸
曹
長

村
上

正
俊
（
青
野
原
）

１
等
陸
曹

松
丸

武
史
（
静
内
）

２
等
陸
曹

君
島

和
夫
（
静
内
）

２
等
陸
曹

柳
川

航
一
郎
（
松
戸
）

第
３
４
１
会
計
隊

３
等
陸
尉

近
間

洸
文
（
霞
ヶ
浦
）

陸
曹
長

小
河

幸
史
（
座
間
）

曹
友
会
活
動

曹友会長
支 処
渡邊曹長

三
月
九
日
、
駐
屯
地
体
育
館
前
の
駐
車

場
地
域
に
お
い
て
、
曹
友
会
総
会
が
役
員

の
み
で
実
施
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
令
和
二
年
度
の
会
計
報
告

及
び
新
旧
役
員
の
顔
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

事務局長
高射中隊
菅原２曹

支処
佐々木事務官

四
月
一
日
付
新
規
採
用
者

新
配
置
隊
員

器材隊
内藤２士

支処
川口事務官

ダンプ中隊
小森２士

ダンプ中隊
和田２士

１０２ＤＳ
山口１士

ダンプ中隊
飯泉１士

支処
片野技官

業務隊
鈴木事務官

器材隊
神山２士

器材隊
辻村１士

器材隊
西岡２士

定年退官予定者

会計隊
三浦１曹

６月２７日付

支 処
古谷１曹

５月３１日付

支 処
菊池２曹

８月２７日付

３
月
15
日
付

【
転
出
者
】

第
１
施
設
団
本
部

３
等
陸
佐

清
水

和
規
（
札
幌
）

第
１
施
設
団
本
部
付
隊

１
等
陸
曹

松
井

威
（
勝
田
）

１
等
陸
曹

小
林

秀
雄
（
市
ヶ
谷
）

２
等
陸
曹

津
金

勇
太
（
仙
台
）

２
等
陸
曹

金
井

め
ぐ
み
（
新
町
）

２
等
陸
曹

十
枝
内

聡
子
（
朝
霞
）

２
等
陸
曹

熊
倉

将
（
帯
広
）

２
等
陸
曹

里

真
司
（
徳
島
）

第
１
０
１
施
設
器
材
隊

１
等
陸
尉

柴
田

正
太
郎
（
川
内
）

２
等
陸
尉

田
村

祐
也
（
高
田
）

陸
曹
長

辻
井

駿
亮
（
座
間
）

２
等
陸
曹

金
井

俊
明
（
新
町
）

３
等
陸
曹

薄
井

剛
（
南
恵
庭
）

３
等
陸
曹

秋
葉

寛
人
（
三
軒
屋
）

第
３
０
１
ダ
ン
プ
車
両
中
隊

２
等
陸
曹

平
山

仁
（
大
久
保
）

３
等
陸
曹

小
野

智
（
岩
見
沢
）

３
等
陸
曹

木
村

映
日
（
朝
霞
）

陸
士
長

中
井

亨
（
春
日
）

関
東
補
給
処
古
河
支
処

２
等
陸
佐

松
浦

恭
（
春
日
井
）

３
等
陸
佐

金
光

明
（
市
ヶ
谷
）

３
等
陸
佐

渡
邉

孝
雄
（
霞
目
）

３
等
陸
佐

伊
藤

嘉
彦
（
健
軍
）

１
等
陸
尉

山
中

淳
一
（
神
町
）

２
等
陸
曹

武
田

浩
治
（
大
和
）

２
等
陸
曹

高
橋

一
馬
（
武
山
）

３
等
陸
曹

小
野

苑
佳
（
別
府
）

古
河
駐
屯
地
業
務
隊

３
等
陸
佐

川
口

詩
織
（
土
浦
）

准
陸
尉

森
山

潤
一
（
桂
）

第
１
０
２
施
設
直
接
支
援
大
隊

２
等
陸
尉

熊
谷

隼
（
朝
霞
）

２
等
陸
尉

瀬
川

大
悟
（
横
須
賀
）

３
等
陸
曹

高
橋

梓
（
東
千
歳
）

第
３
３
７
高
射
中
隊

２
等
陸
尉

執
行

恵
太
（
練
馬
）

２
等
陸
尉

山
坂

泰
貴
（
松
戸
）

１
等
陸
曹

村
岡

安
博
（
松
戸
）

２
等
陸
曹

坂
本

健
（
青
野
原
）

２
等
陸
曹

春
田

雄
大
（
十
条
）

３
等
陸
曹

田
中

翔
（
松
戸
）

第
３
４
１
会
計
隊

３
等
陸
尉

池
田

寛
（
朝
霞
）

１
等
陸
曹

渡
邉

友
靖
（
朝
霞
）

２
等
陸
曹

米
谷

実
紀
（
朝
霞
）

陸
士
長

新
宮

凪
（
木
更
津
）

第
３
２
０
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊

１
等
陸
曹

海
東

浩
二
（
小
平
）

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
中
隊
第
１
直

接
支
援
小
隊

２
等
陸
曹

藤
原

洋
平
（
松
戸
）

優
秀
隊
員
の
紹
介

永年の勤務、
お疲れさまでした。

３
等
陸
曹

田
仲

祐
貴
（
朝
霞
）

３
等
陸
曹

宇
野

夏
生
（
朝
霞
）

第
１
２
７
地
区
警
務
隊
古
河
連
絡
班

１
等
陸
曹

岡
野

一
美
（
霞
ヶ
浦
）

第
３
２
０
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊

１
等
陸
曹

大
塚

美
紀
子
（
北
宇
都
宮
）

陸
士
長

大
川

刃
（
習
志
野
）

陸
士
長

笠
間

敬
正
（
習
志
野
）

第
３
０
１
高
射
直
接
支
援
中
隊
第
１
直
接

支
援
小
隊

２
等
陸
曹

篠
原

浩
（
春
日
井
）

２
等
陸
曹

橋
本

健
司
（
朝
霞
）

２
等
陸
曹

阿
南

祐
樹
（
松
戸
）

３
等
陸
曹

飯
塚

涼
真
（
朝
霞
）

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

新
し
く
配
置
・
採
用
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

古
河
駐
屯
地
業
務

隊

栗
原
技
官
は
、

陸
自
飯
グ
ラ
ン
プ
リ
、

メ
ニ
ュ
ー
作
成
の
功

績
に
よ
り
駐
屯
地
司

令
よ
り
褒
章
を
受
け

た
。

ま
た
、
陸
自
飯
グ
ラ

ン
プ
リ
四
部
門
（
肉

料
理
・
丼
・
ご
当
地

グ
ル
メ
・
ラ
ー
メ
ン

す
べ
て
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
と
し
て
、
東
部

方
面
総
監
か
ら
努
力

賞
を
受
賞
し
た
。

)

努力賞受賞 駐屯地司令褒章

３
月
29
日
付

【
転
入
者
】

第
1
施
設
団
本
部
付
隊

３
等
陸
曹

青
木

駿
治
（
座
間
）



（３） は な も も

各部隊等の活動紹介

令 和 ３ 年 ４ 月 ２ １ 日

練成中の車両

第
三
四
一
会
計
隊
は
、
令

和
二
年
度
後
期
の
定
期
異
動

で
、
池
田
三
尉
、
渡
邊
一
曹
、

米
谷
二
曹
の
三
名
が
転
出
し
、

新
た
に
会
計
幹
部
と
し
て
近

間
三
尉
が
第
三
四
一
会
計
隊

霞
ヶ
浦
派
遣
隊
（
霞
ヶ
浦
）

か
ら
、
先
任
上
級
曹
長
と
し

て
小
河
曹
長
が
第
四
四
一
会

計
隊
（
座
間
）
か
ら
転
入
し

た
。

第
三
〇
一
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
三
月
に
大
型
免
許
取
得
後
間

も
な
い
若
年
隊
員
を
主
体
と
し
た
車
両
操
縦
練
成
を
実
施
し
た
。

当
初
、
車
両
運
行
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
的
事
項
で
あ
る
車
両
点

検
、
こ
の
際
に
不
具
合
が
見
つ
か
っ
た
場
合
の
処
置
要
領
等
を
教

育
・
徹
底
し
、
じ
後
駐
屯
地
内
及
駐
屯
地
近
傍
一
般
道
、
相
馬
原
、

東
富
士
各
演
習
場
の
往
復
と
い
う
形
で
段
階
的
に
移
動
距
離
を
伸

ば
し
、
操
縦
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

中
隊
の
特
性
と
し
て
、
特
大
型
ダ
ン
プ
で
の
骨
材
運
搬
を
は
じ

め
、
骨
材
以
外
の
物
資
輸
送
も
実
施
す
る
ダ
ン
プ
中
隊
の
一
員
と

し
て
、
隊
員
の
練
度
向
上
意
欲
は
大
変
高
く
、
十
分
な
成
果
を
得

る
こ
と
が
出
来
た
。

今
後
、
演
習
場
定
期
整
備
を
は
じ
め
、
各
種
工
事
及
び
支
援
、

物
資
輸
送
等
、
様
々
な
場
面
を
練
度
向
上
の
場
と
捉
え
、
更
な
る

技
術
の
向
上
を
目
指
す
。

第
三
二
〇
基
地
通
信
中
隊
古
河
派
遣
隊
は
、
二
十
六
日

か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
大
規
模
な
無
停
電
電
源
装
置
の

換
装
工
事
を
行
っ
た
。

無
停
電
電
源
装
置
と
は
、
停
電
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

あ
ら
か
じ
め
バ
ッ
テ
リ
ー
に
貯
め
て
お
い
た
電
気
で
各
種

機
器
の
電
源
の
瞬
断
を
防
ぐ
た
め
の
機
材
で
あ
る
。

電
気
系
統
に
関
わ
る
繊
細
な
作
業
に
も
関
わ
ら
ず
、
派

遣
隊
員
一
同
集
中
を
切
ら
す
こ
と
な
く
、
無
事
に
作
業
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
、
定
期
異
動
で
は
、
三
名
の
隊
員
が
着
隊
し
た
。

大
塚
一
曹
は
、
第
三
一
七
基
地
通
信
中
隊
北
宇
都
宮
派
遣

隊
か
ら
、
大
川
士
長
、
笠
間
士
長
は
習
志
野
派
遣
隊
か
ら

転
入
し
た
。
陸
士
両
名
は
、
四
月
に
陸
曹
候
補
生
試
験
を

受
験
す
る
。

第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
は
、
二
月
八
日
か
ら
三
月
三
十

日
ま
で
の
間
、
古
河
駐
屯
地
に
お
い
て
本
部
付
隊
が
担
任

す
る
集
合
教
育
「
部
隊
格
闘
指
導
官
」
を
実
施
し
た
。

教
育
隊
は
富
士
学
校
普
通
科
部
、
第
五
施
設
群
、
東
部

方
面
航
空
隊
、
東
部
方
面
後
方
支
援
隊
、
武
器
教
導
隊
及

び
第
一
〇
一
施
設
器
材
隊
か
ら
選
抜
さ
れ
た
八
名
の
隊
員

と
、
隊
員
を
指
導
す
る
上
級
格
闘
指
導
官
五
名
、
部
隊
格

闘
指
導
官
七
名
の
指
導
部
で
編
成
し
た
。

教
育
で
は
部
隊
に
お
け
る
格
闘
訓
練
の
教
官
及
び
格
闘

検
定
の
検
定
官
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ

せ
る
と
と
も
に
、
部
隊
格
闘
指
導
官
と
し
て
必
要
な
資
質

を
養
成
し
、
戦
闘
の
実
相
を
理
解
し
、
部
隊
の
現
況
、
任

務
等
に
応
じ
た
格
闘
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
部

隊
格
闘
指
導
官
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

被
教
育
者
は
、
約
六
週
間
の
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
乗
り
越
え
、
三
月
十
一
日
に
検
定
法
認
定
試
験
、
三
月

二
十
二
日
及
び
二
十
三
日
に
、
理
論
（
学
科
）
、
指
導
法
、

各
種
技
術
及
び
技
術
運
用
の
認
定
試
験
を
受
験
し
、
見
事

受
験
者
全
員
が
合
格
し
、
そ
の
左
胸
に
「
格
闘
指
導
官
徽

章
」
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

部隊格闘指導官８名誕生！

遮蔽物の活用（市街地戦基礎）格闘徽章授与

前進間の格闘（巻藁への小銃刺突）

事前の運行経路説明・確認

運行前の車両点検

会計幹部
近間３尉

先任上級曹長
小河曹長

米谷２曹 渡邊１曹 池田３尉

転出した３名の隊員

第
三
三
七
高
射
中
隊
は
、
三
月
二
十
五
日
に
松
戸
駐
屯
地
で
実

施
さ
れ
た
群
対
空
戦
闘
競
技
会
に
参
加
し
た
。

対
空
戦
闘
競
技
会
は
、
中
隊
が
各
装
置
を
操
作
し
て
戦
闘
姿
勢

を
完
了
す
る
ま
で
の
時
間
と
正
確
性
を
競
う
競
技
で
あ
り
、
中
隊

は
、
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
、
迅
速
正
確
な
操
作
で
戦
闘
姿
勢
を

完
了
し
た
が
、
惜
し
く
も
優
勝
は
出
来
な
か
っ
た
。

来
年
度
は
、
優
勝
出
来
る
よ
う
に
練
成
を
重
ね
、
技
術
向
上
を

図
る
。

誘導弾起立中

レーダを準備中

慎重に操作する隊員

大塚１曹 大川士長 笠間士長



（２） は な も も 令 和 ３ 年 ４ 月 ２ １ 日

第
一
〇
二
施
設
直
接
支
援
大
隊
は
、
二
月
十
五
日
か

ら
三
月
五
日
ま
で
の
間
、
一
号
営
庭
及
び
本
部
付
隊
工

場
地
域
に
お
い
て
、
令
和
二
年
度
第
二
回
格
闘
練
成
訓

練
及
び
検
定
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
措

置
を
講
じ
つ
つ
、
二
級
検
定
種
目
で
あ
る
基
礎
技
術
、

応
用
技
術
を
練
成
し
、
受
検
者
三
十
名
は
全
員
合
格
を

果
た
し
た
。

ま
た
、
四
月
三
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
間
、
東
富
士

整
備
支
援
隊
と
し
て
、
当
該
整
備
を
支
援
し
た
。

本
整
備
支
援
隊
の
編
成
に
あ
た
り
、
平
素
の
直
接
支

援
態
勢
を
保
持
し
つ
つ
、
全
般
支
援
大
隊
の
一
部
（
需

品
整
備
機
能
）
を
配
属
し
、
被
支
援
部
隊
の
任
務
達
成

に
寄
与
し
、
本
期
間
を
部
隊
練
成
の
場
と
し
て
最
大
限

活
用
し
、
野
外
整
備
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

練成風景

各部隊等の活動紹介

関
東
補
給
処
古
河
支
処
は
、
二
月
三
日
及
び
四
日
の
二
日
間
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
競
技
会
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
装
備
し
て
い
る
保
管
分

類
課
、
技
術
課
、
整
備
工
場
及
び
工
作
工
場
の
自
衛
官
・
事
務

官
・
技
官
計
十
六
名
が
参
加
し
、
平
素
の
任
務
を
想
定
し
た
競

技
内
容
に
よ
り
、
個
人
及
び
団
体
戦
で
操
縦
能
力
を
競
い
合
っ

た
。結

果
は
、
個
人
の
部
で
岩
田
技
官
（
整
備
工
場
）
が
長
尺
物

及
び
重
量
物
で
二
冠
、
団
体
の
部
で
は
整
備
工
場
第
一
組
が
総

合
一
位
、
保
管
分
類
課
二
組
が
二
位
と
な
っ
た
。

各
隊
員
は
、
本
競
技
会
を
通
じ
て
、
運
転
技
能
の
向
上
を
図

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
安
全
意
識
を
高
揚
さ
せ
、
じ
後
の
業
務

に
資
す
る
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

ま
た
、
三
月
六
日
、
古
河
補
給
処
Ｏ
Ｂ
会
と
の
共
催
に
よ
る

古
河
支
処
創
立
二
十
三
周
年
記
念
行
事
を
実
施
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
た
め

例
年
と
は
異
な
り
、
行
事
を
縮
小
し
、
感
謝
状
贈
呈
式
の
み
の

実
施
と
な
っ
た
。

感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、
関
連
企
業
か
ら
住
友
建
機
販
売
株
式

会
社(

郵
送
に
よ
る
贈
呈)

、
マ
ル
マ
テ
ク
ニ
カ
株
式
会
社
の
二

社
、
そ
し
て
古
河
補
給
処
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
工
藤
勝
氏
に
対
し
、
支

処
長
か
ら
日
頃
の
支
処
に
対
す
る
貢
献
及
び
古
河
支
処
で
作
製

し
た
記
念
の
盾
を
添
え
て
、
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し
た
。

感謝状贈呈式

贈呈する支処長

長尺物運搬

重量物運搬

古
河
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
二
月
十
九
日
、
古
河
駐
屯
地
業

務
隊
Ｏ
Ｂ
会
長
以
下
役
員
三
名
の
表
敬
を
受
け
、
令
和
二
年

度
の
業
務
隊
活
動
状
況
及
び
令
和
三
年
度
の
予
定
等
の
情
報

を
共
有
す
る
と
と
も
に
Ｏ
Ｂ
会
（
刀
水
会
）
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
た
。

こ
の
間
、
二
月
三
日
、
茨
城
県
城
里
町
に
お
け
る
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
係
る
第
一
施
設
団
災
害
派
遣
に
伴
い
、

災
害
用
備
蓄
品
四
品
目
三
百
名
分
を
交
付
し
派
遣
任
務
完
遂

に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
四
月
一
日
、
中
堅
陸
曹
識
能
試
験
兼
ね
て
第
一
〇

三
期
一
般
幹
部
候
補
生
（
部
内
）
試
験
、
二
日
、
第
七
十
一

期
三
尉
候
補
者
試
験
を
管
理
し
適
正
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

４
四
半
期
駐
屯
地
施
設
の
整
備
と
し
て
、
空
調
機
取
付
け
、

電
気
設
備
接
地
抵
抗
測
定
、
非
常
用
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク

点
検
清
掃
、
屋
内
消
火
ポ
ン
プ
フ
ー
ト
弁
修
理
等
計
二
十
四

件
の
整
備
を
実
施
し
、
勤
務
・
生
活
環
境
の
不
断
の
改
善
を

図
っ
た
。

令
和
三
年
度
も
隊
員
の
生
活
・
勤
務
環
境
向
上
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

ＯＢ会との連携強化

災害用備蓄品の交付

各種選抜試験管理

建物外部補修

グレーダガイドレール交換

１／２ｔトラックジャンピング

感染症対策として使い捨て手袋を使用


